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子
宮
内
膜
症
と
は

月経は女性にとって憂鬱なものですが、痛みが非常
に強く、動くことができなかったり寝込んでしまう
ような場合は「子宮内膜症」かもしれません。
「誰にでもあることだから」と我慢しないで早めに
専門医の診断を受けることが大切です。

月経痛と
子宮内膜症

●
子
宮
内
膜
が
子
宮
以
外
で
増
殖
す
る
病
気

「
子
宮
内
膜
」
と
は
子
宮
の
内
側
を
覆
う
粘

膜
組
織
で
、
妊
娠
の
際
、
受
精
卵
が
着
床
す

る
た
め
の“
ベ
ッ
ド
”の
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
子
宮
内
膜
組
織
が
、
子
宮
以
外
の
場
所

（
卵
巣
や
腹
膜
な
ど
）で
増
殖
・
剥
離
を
繰
り
返

す
の
が
「
子
宮
内
膜
症
」
で
す
。

本
来
、
子
宮
の
内
側
か
ら
は
が
れ
落
ち
た

子
宮
内
膜
は
月
経
血
と
し
て
膣
か
ら
身
体
の

外
に
出
て
行
き
ま
す
が
、
子
宮
以
外
の
場
所

●
強
い
月
経
痛
が
特
徴

多
く
は
強
い
月
経
痛
を
伴
い
ま
す
。
月
経

痛
は
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
ひ
ど
く
な
る
の

が
特
徴
。
以
前
は
そ
う
で
も
な
か
っ
た
の
に
、

月
経
痛
が
だ
ん
だ
ん
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
と

い
う
場
合
は
要
注
意
で
す
。
吐
き
気
や
嘔
吐
、

下
痢
な
ど
の
消
化
器
症
状
、
腰
痛
、
性
交
痛
、

排
尿
痛
、
過
多
月
経
や
不
正
出
血
（
月
経
以
外

の
出
血
）
が
見
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
な

お
、
子
宮
内
膜
症
で
は
妊
娠
し
に
く
い
た
め
、

不
妊
症
の
治
療
中
に
子
宮
内
膜
症
が
発
見
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

子
宮
内
膜
症
の
症
状
は
？

子宮内膜症の発生しやすい場所

●
受
診
が
勧
め
ら
れ
る
場
合
と
は

月
経
痛
の
痛
み
の
感
じ
方
に
は
個
人
差
が

あ
る
た
め
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
生
理

の
た
び
に
寝
込
ん
だ
り
、
仕
事
を
休
ま
ざ
る

を
得
な
い
人
、
鎮
痛
剤
を
た
く
さ
ん
の
ま
な

い
と
い
ら
れ
な
い
人
は
、
一
度
婦
人
科
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
診
、
内
診
、
超
音
波
検
査
な
ど
を
実
施

検
査
で
は
、
ま
ず
問
診
が
行
わ
れ
ま
す
。

子
宮
内
膜
症
の
検
査

薬物療法の種類と特徴
種　類 特　徴

対症療法
●鎮痛薬・漢方薬などを使って症状を改善する。
●内膜症が進行すると、薬が効かなくなることもある。

ホルモン療法

●ホルモン剤により、月経を起こさせないようにしたり、卵胞ホル
モンの作用を抑えて病巣を縮小させる。
●治療中は妊娠できない。妊娠・出産を希望する場合はいったん治
療を止め、必要があれば出産後に治療を再開する。

腹膜

病巣部

卵管

直腸

卵巣

子宮

膀胱
ダグラス窩

増
殖
抑
制

増
殖

卵巣卵巣
卵胞ホルモン
黄体ホルモン

子宮内膜子宮内膜

か

子宮内膜症が発生しやすい場所は、直腸と子宮のすき間（ダグラス窩）、
膀胱と子宮の間（膀胱子宮窩）、卵巣、卵管、子宮筋層、骨盤腹膜などで、
まれに肺や胸膜に発生することもある。

で
増
殖
し
た
子
宮
内
膜
組
織
は
排
出
さ
れ
ず

に
腹
腔
内
に
留
ま
り
、
炎
症
や
痛
み
、
癒ゆ
ち
ゃ
く着

な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
子
宮
内
膜
症
は
、
な
ぜ
起
こ
る
？

子
宮
内
膜
が
な
ぜ
子
宮
以
外
の
と
こ
ろ
に

発
生
す
る
の
か
、
そ
の
原
因
は
は
っ
き
り
し

て
い
ま
せ
ん
。
月
経
血
が
卵
管
か
ら
お
腹
の

中
に
逆
流
し
、
そ
の
ま
ま
留
ま
っ
て
し
ま
う

と
い
う
説
が
有
力
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

他
、
何
ら
か
の
き
っ
か
け
で
腹
膜
が
子
宮
内

膜
に
変
化
し
、
子
宮
内
膜
症
が
発
生
す
る
と

い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

子宮内膜は、卵巣でつくられる女性ホル
モンによってコントロールされています。
女性ホルモンの一つである「卵胞ホルモ
ン（エストロゲン）」が卵巣から分泌され
ると、妊娠の準備のために子宮内膜が増
殖して厚くなります。そして排卵が起こ
ると、今度は「黄体ホルモン（プロゲステ
ロン）」が分泌されて子宮内膜の増殖が抑
えられます。子宮内膜症の組織にも、こ
れらの女性ホルモンが作用しています。

子宮内膜症と女性ホルモン

腹膜

病巣部

卵管

直腸

卵巣

子宮

膀胱
ダグラス窩

増
殖
抑
制

増
殖

卵巣卵巣
卵胞ホルモン
黄体ホルモン

子宮内膜子宮内膜

か

子宮内膜症は本来、良性の病気ですが、卵巣の深いところに血
液が溜まる「卵巣チョコレート嚢胞」は注意が必要です。放置
していると、月経のたびに増殖と出血を繰り返して大きくなっ
た嚢胞が破裂し、激しい痛みを起こすことがあります。また、卵巣チョコレー
ト嚢胞があると、希に卵巣がんが発生することがあるといわれます。卵巣チョ
コレート嚢胞があるとわかったら、定期検査を受けるようにしましょう。

注意が必要な「卵巣チョコレート嚢
のうほう

胞」

●
治
療
の
基
本
は
、
薬
物
療
法
と
手
術
療
法

治
療
に
は
薬
物
療
法
と
手
術
療
法
が
あ
り

ま
す
。
薬
物
療
法
は
、
鎮
痛
薬
な
ど
で
症
状

を
抑
え
る
「
対
症
療
法
」
と
、
ホ
ル
モ
ン
剤
で

月
経
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
卵

胞
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
を
抑
え
て
病
巣
を
小
さ

く
す
る「
ホ
ル
モ
ン
療
法
」に
大
別
さ
れ
ま
す
。

手
術
療
法
は
、
子
宮
を
摘
出
す
る
か
温
存
す

る
か
が
選
択
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

子
宮
内
膜
症
の
治
療

手術の種類と特徴
種　類 特　徴

温存手術
●病巣の部分のみを取り除いたり、癒

ゆちゃく

着を剥がしたりする。
●手術後の妊娠・出産が可能。
●腹腔鏡を使って行われることも多い。

根治出術
●開腹して子宮と卵巣を全て摘出する。
●根治が可能だが、手術後に更年期障害のような症状が現れる。
●主に重症の患者や閉経が近い年齢の人などに行われる。

ど
の
よ
う
な
症
状
が
い
つ
頃
始
ま
っ
た
か
な

ど
、
症
状
に
関
す
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
月
経

周
期
や
最
終
月
経
の
日
付
な
ど
も
聞
か
れ
ま

す
。
ま
た
、
内
診
に
よ
り
、
子
宮
や
卵
巣
の

大
き
さ
、
子
宮
を
動
か
し
た
と
き
の
痛
み
の

有
無
や
程
度
な
ど
を
調
べ
ま
す
。

そ
の
他
、
超
音
波
検
査
、
C
T
検
査
、

M
R
I
検
査
な
ど
で
子
宮
や
卵
巣
の
状
態
を

見
ま
す
。
血
液
中
の
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
で
卵
巣

が
ん
の
可
能
性
が
な
い
か
ど
う
か
を
調
べ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
最
終
的
な
確

定
診
断
は
、
直
接
お
腹
の
中
を
見
る
腹
腔
鏡

検
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

吐き気・嘔吐

腰痛

下痢

強い月経痛
w.c.


